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B-"J ウランの了13P抽出に関する一走京

日本原手力研究所 内藤埜南.~号本敏夫

.(実駿の目的)

TBPによるウラソの油l:it1.1ウラン精錬工程 原手J?燃料再処理

工涯などtに広くまI}用亡れておけ.これに関連した較文毛少くない.

設しその抽出の救樽に主党ては推論の1まさ出てい古い棋にJ童約れる.

一般に港媒抽出の慌に生成するとj幸えられる強化令物は， その掌高

1JY'困難であるだのその生成乏漉認するこ ζ ずむつかし!仏。ヴデシの

丁目P抽出の減構としては 、皮切反応、の生定えず予想されている‘

uoz-tでま(a[)1:-2No3-(Of)t..2下Bp (01-J ニUO之 (N03)三， (市p)ょ (or~J 
窯し二の抽出裁横芝支持す吾には従まの戸ーグで II余リに土t.¥t. ¥-換

に~われる.演者等 /1 先ブ‘今配卒多まの測定からこの議な鑑ィヒ令物

玄鹿詔.するー感的在解祈方法玄寿果し，次に二の鮮祈乏でア 7 '.，1の

下I3P抽出について通用しその枕構の醇明乏試みた，

〔実験方法)

不動宏事手1)<!二して田垣イヒ炭宗氏ゲケロシン之用い.各種のウク γ 濃藤

掛酸濃接， TBP濃展 3豆長に対応1する潰醸ウテ二lレのか配lt'-街五灘、

史し左. ウヌンの今林に 1工畳酸化水宗法王E用い.碕酸ヴヌニ1レネ車

束中の単語油輸の測史には過酸化ウヨソ沈滞法主南いた，ま走者機

担I;;tの歌会の衷u克 i二|主力一 jレフィッ、ンセ一掃史五行フた e
〈実験結果〕

2sd 乙に持け奇 IJJ-官官等街左翼Ij~起した結果 ウランの舎配展款に対

する (1) ウアソ痕農の襲警， (2)論盤、濃援の弟響. (3)市 P痕患の罪事警

が
1

求められ1三.

. .)).1. jニのゐ配卒街の測JLの結果'収の拍車誠構ガ・予想主i来る.fffJち

バ a:o+:(dt ，}十 2//，/0よ(as.)Tυ アf3;P.(0サ):::tずら「ハ1(J3)ょ}r
( 113P ) l) (Orf} ) 

31費者等の一般的な解11'1万法に縫っ:てそ7:7ソの祐蓬落波に対する1}
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配卒街茎測定した結果.よ託瓦応の属歌_/i= j . 〆=之てnあるこに

二主連誌、し左。

ま左ウヨンの舟配ほ款に対する論理実業主の影容から 硝酸酸性密

主賓.b'0のウヲッの抽出に於ては択の油古式反 応、の並発していることが4

予想、された b

月汁十〈ιG.)十'/̂/110 -; (a.g)寸・βTtJP(Org)ニ (HN03μ(TI3P)μ 

間報の鮮祈左誌、ふた結果 ，fデN03 む掴i(に汁レて1"1ノ<=)， ~ノ二 J てt

あること左檀誌、し左.従って油fi薮職l住てIのウラ νの下回pj歯滋に~(

は， 上記のニ反.Jtの競合す会ことがt予想される，

また dー記描~反応、の瓦 it!\J匙'â測定し左結果 2"""" .:5え ('a.1 .:3:呈産であ

るニ乙草色、明わかになっだ。 この札痘 l立オ<..~長結舎の結合エネ jレギー ζ|ま

YE間程度であ 1)，社フてこの錨北会拘の~)主主tl立水素結令のそれ ζ

間程度でtある二とがt示唆される.

~;f-;二 1)t 未T8þ に対するポの港解度かちTl3P. h.z ~ ~まる錆イヒ合物の

見事成ガ中唱えられて¥，¥たがV， この株主E錆イヒ令物の主主成 11詰め鮭いごと

.ゐ明わ tJ¥になフ走。

民主

5-2 TBPによる核分裂生成、物のふ配卒千野
日本原子Jヴ厨究所相沢弘一，原よし之助

核燃料化学海理〈。イロァト，プヲソト設計の基礎乙なるデ'ーター

さ得る目的で\んみろ~?ん十--t.a.る(市 PJ によるウラゾの抽滋

にぎ!読さ，下l3P 柚訟の躍の各寝技今裂生成物の行動に掬する却先

主イ子った。今回の研究て1Jま先づ‘ 各Z皇ヰ奴今銀生成物の混令物d.開い

て実検左行い ついて、 個々の夜会製品三成掬につき突験する予史で

ある s

4受用し丘核今難生成物 lま，南北元案励会主主混じ1て購入したむので3

Ba-t-c_J，_ Yo. 35 て1ある a

先ゴこの混会物より夜患の決真左汁つ左 方法 l立亙常のイオゾ灸
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堤j封脂による今高法主用い丘.樹脂11陽イオ γ 矢探樹脂 00ω制 50x

- [j> /od ~2o 0 メッ νニエのむの左用い.ヲ6o.7c叫)(S (>1l の樹暗桂 t

き農用し左。).器摘 ljQ撫放射体に着目して今高五行うために 核分

裂生成物の dえ fゾ‘/プCA.港来左通し、通過来 Eこ α之 HHaに尺μ ，

a$';%ん 6.3fo シヴ識で、Z.rーがJb 5':70ク工ン事アンモシ pH3Sど‘ CR.，

fH 5;6てI('s' の窓鼠左行 L・¥各車立三部 JJ: 仔f河 力?ンタ一， )支ぴ‘.J，.

Jし又ハイト， アナラ 4 ザーで\.感殺の決定~行フた.

拍忠実験 Ij 0.υω程度の荻射買を左令む叡今費量生成物本淑 IO.，J，~ 
Eこt)， Tl3P //)~.にて相虫し左。 TBP 猿島乙して ì;1， :Zot反ぴ1/()7f，

'iL ~0 ， 蒋釈普J) 乙じて叩埠北友素J 長びをケロ ν ソ乏珂いた.なお，

~<洛殺の酸性度 l立， イ 3，5，勿 /0 '!Yの硝酸鼻息を1二フ ρ て行った，

今杭 lまネ雪，有識者三主1) ，各/ゅ;;_， "!.とリ，薫発乾溜して荻射能孟現i

定し 1三，

J可れの揚令てi も有拭脅へのうつむ)方 11 きわめて少孔.水層の ~o"

......... /).001>程度てtあフた.なきょJ肩拭習にうつる核種の決定;0訣ふた.

巴ィ3 廃棄物処理におけLる )1./T ニウムの争離

申井敏夫 矢島聖段
目本原子刀研究所

木材幹山口十磨子

目的:才女令費量生成物中に含まれる jレテソウム 1:1， 半球期げ仕事長官注

守護く， そのだめ生成物中でしめる朝令ほかな~)太さ久 ， :1.)'っその堤

喪の醸の故知様の工本 jレキ-;L娘識のロジtウム力、、共存するので'栢主

に頚い。その化学的手動lユ寝鮮てI 燃料再処理および。廃薬物興理に

おいても， 多えのフラ 7 Yヨゾに介散す奇二 ζ グ知られている.

嬢担イ本の核分裂生成物玄イオソ会長換樹脂で争画ずる f号令も， Iレテ

ニワム}工陰イ才 γ 部会のふで否.J...， ア lνη リ金受および・"P/ν 力 I} 主

損金蚤 LA，こその 5~ ld tt h"':JJit虫し さbに樹脂柱に蚤毘に唆畠さ

孔て， 各産課主要の品酸によってもよ答白色れないで減る丸のがあるこ
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Eこが'わかっ左。そこでイ才ゾ美瑛樹脂にゐ、ける前に jレテニウム左か

蕗する二とが.)レテニウム澗聞の面力、 bあのぞ・まれる.

」二記の目的にそうようま)レチニウムの令員法に l土 すで4にいろい

ろま方法が‘報告されているが，イヒ学的処理の筒便さおよび殺処揮乙

とレて jレテニウb.，").生除去した言史料率東芝イオッ矢茂樹脂 1こ京湾二 ζ

乏毒え えく菌主化般による具沈法左利用した。

や回 l立水酸イヒを交流毅左均.ーにつえるだめの沈法制，附およびt港束

中の J電車写質耀産の案事響 ζ， )レテ二ウム以外の核今実並立成物成今のjt

沈炭託尋にづいて検討し在。

また無担悼の lν アニウムの港来中てtのj佐賀左検討する怠味で，か

つまた燃料再処援の場らのこじ主君え丈， T13P のケロウソ選東によ

る抽出の曳験ゐ掛t て行った。

長き験主f法. 1) 失;たよまの沈濃持lにフいて，1:L iレチニウム玄か角する

場令，歓斜悲淑の p叶~ 2~ 3に調節し， アシモニアぷ'ス左吹でこ

んで木被」も鉄芝沈濯をせる Eという著王宮tJ'ある. ;.¥フ札わ以は水職北告た

の淀濃左前主主の PHてし均一!二'つくるために，アッモニアょK，プソモニ

y jj'ス， Jiミ寒，へ冬サメナ jν テトヲミミシ 毛ー jレス尽塩 z二量酸化

ポ京等について検討しだ。

-11iIJ乙レて毛ー Jレ忌塩Eこ量酸化水患による鴻舎玄述べ‘る.モーjν

底混の盆宣(V. 1)$手〉玄本 2d悦1. I二鬼無レ 1，，6s，.M. ~ (;t'JO()o....，. 

ノラ00"Cp骨!)加え ，PH~主之・ 2.3" 3，0， 3.‘$"，侍o ~こ祖母し， Sメ 量強

イヒ水素i ポ .s知_[&-二れに加え，号事一株を舞ニ依に醸北し，加蕪後口

還し， 10 nd.の蔑潜水で洗婚後‘ 温かいユ N晶画設でt容解し， 与をの翠

演玄求。。工ナレツ訣斜ぴーんに入札， よ線シンナレ -yヨゾスヘ電クト

ロメーターでスマクト jレ'41::. !)放射住成濯の共況立た況主調ぐた。

同時に各 Pけにおけるま瓦点、扶イオゾの足童さ;行い，夫存聖解貝

として 1'1， 。、 I ~ 5}多温ィヒアッモソ容東につい.て泉~~開いて共犯

京況玄検討レた。

ヱ〕輸入されだ /d.6I<w (トリニトラトシトロミノル}レテニウムの

油酸港来)乏聞いて，各種硝酸濃展て1.TBPの ρ"'-'1ω%}'アロシン



u主!)

容潔で拍車ま行フ左

結果;庇湯押lについては アソモニア点および"~"77γ 毛ニアグλ 左 1

用いた場令は卦きまぜ、るにゐかかわ bず局鵠的意 pH の土昇J:J'あゆ

均一波疲志づくりに<..i.. "JR患の場合!立均一な提議長はでを号 j:J'"，重

患jの掠2震が!日東に成。後処援に不4更であり， ヘキサメチルヂドヨ-ミ

ン左用い&足場令 lまtH4においてのみ泥最左生成し， モ:れ以下では生

成しなずつ在。モーjレ1:¥f昆に温酸化水j民主加えた場令11..指』な先

漉左コく~)， 渇部的意 P什の上昇あなく， tけ の調督官ゐ主主培、であっ左

実験結束の一例左手げると iK，jまのようである.

P竹 J件 cε納 l拭均~ loh!lu-('，釦 92Jもb(拘
λ5 '1- 。 1ftι /。
ZC! 5 。 67 ア5

25 Lj 。 8d 8S 

互0 6 I '77 タ8

35  6 / &/ 96 

'kd 6 / 75 タグ

メ06I々d のs>0 i彰乙デグZγ 寸伝もb のタS % 1}'夫却するこ乙fわzう¥

ョ左。港最油ょ弘法では/f綾子持の氷省の尉験濃度々S ""， I N で'むコz:.

もよく油虫::.fL， 2t:1j手 TBP ケロジソ港資てtみbけの今配係数 i立

/もごT之内あった。

B~+ 放射J佳汚染除去仁関する基礎的研究厄(dH)3の効用

害冒

石 2事 長昆 ~ 

来春日大学理学部分析化学研究室 童松 i昌信米

o A、山l 隆夫

1)域会梨生成物質の内て‘全波射能に対する寄与の大さ山荻按詮

議程 Cj_3てBr，Sr.770d0.cf-pf.zF-dてktd. 
米. >i監事潟大洋イヒ量子研友市
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などの F~ (CJHh '1'この夫沈}三ついて祈克し.，更に技1).殺生成物質その

ものにつ川て ;::1( 0 H )3 '(の共沈による除来初果乏しのべ‘た。

通用した沈波法は 均一兆療法と不均一説痕法ても1iちる.均一沈最

法では，垣イヒアソモこかム -77ゾモエヤーi主酪の告を衡告1]により ，P 11 

玄約'ごT、6 ス 8 の4投稿に調節し芝山 (7iZJEDアA錆垣の氷港東に，

3d% 道職イヒオく奈さ路加して指塩乏分解 υ患寝中よ d均一に F.R(Of!与

左沈澱せしめ，問時に Pげの弐沈におよ 11:'す属審を検針した a

;y;:均←~濃法 Zこレて l主 音量行われているよ主に，穿ニ獄イオ γ

の動性港淑l二週アン号二 Aマポ玄界加して〆 ;:1(Oli):; 2dだ澱せしめる

方法主乙った，不自ー沈巌法て。は畿告書rl1の失沸におよ iずす影響主し
わべ‘る左めに，綾持剤のある場令とない場舎について検討し呉.知

成に l正常!こ忠夫玄室温てもlえ0時間扶呈した。その結束y，<At乙ん α2

Pr， Zが Npなど、却水分解左更けて沈濃主主主じ'... セすい物積ば， tげ

の極成を除いては， いブれの方法によっても， タo広島t.t共沈す i

l :l.少しアル刀リ主規元素の Ba.， S y- l:i，港東の PH， 沈濃の方法

の相違によ 1)実った共沈革t..... 'tす. その担 1:1 /ρ へμ%の1司にある。

Cs の央沈年 11 更に~く "3 0件以 1てであって Jβ'a.， 5'1"， なぜ乙問様

の等勤定互にす， 一ー般的lご言って，均一沈波法のぢj:;"・1共犯卒 i工伍ぇ又

PHの屋川底共沈年lまイ昼い。なお誌を街静!のめる博はそれの告は時に

比し共沈革l工偉い。以ょの規象 1:1:裁か費量生成吻曳についてお同様で

ある，核今誕生成物噴の珠京成教は一回の共克につ¥.iて /0，，-， ;;-0 .てt

ある.iJ" 一度か蓋レてそのj}' 釈について再び失沈操非走行つ~乙 50，，-，

/Clo '1'乙〈ヱつ立。

2) 以と 1;:1いブ机キト ν.ーサーえケー)レの港展における言吉元素の

共沈て‘。あ奇 ，15"， 次いて"加オくか鮮左翼けて氷駿北物の光源芝生じ室主は

3γ 左対象にして共犯の性負 J 共犯の健主口隈来五研究した。ドレー

サー℃レて 11' S r 9ρ 左用いて.これ左 /ft，色柄dゐd よゆ/んmoti.J
までlの濃度左有する非汝如J庄塩化スドロン今ウムの港淑!三和カロし，

F必|二ついて{}，;m~ I付 /dm;.の白 (0，11 ) 3 左不淘ーに沈激
せしめるどこ、 毛 jレ比にして， F....e.: S コヱ/0'猿展まで'は央沈によ
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って港3夜中のストロシチみムの放射能jJ'減少するのを認めた.2左足監

ととF衝にある港寝中のストロソチウムの諜度 z二a 淀演における患展

予の由仁 r:;t， フロィ γF'1)ッヒの等温娯善式 :.L.，!Jζ=  1" l tl.十才

_.f a.; C j.J"威主し，間式において鬼数ノZ::=.) 玄得~ <>又主義4.は添加

する扶の量によって長~.

またあ bか Uめ沈癒したむ (O}f):5 ""&.含む港東にストロッゴトウム

(トレーサースケー iレ および1才旦ÞJS.左加えた〉左 JjfJ えて毛 Iまく~;f舟

ー洗顔、の渇令 E二等しい共沈年左足すニ Eこより 共沈の主主主原因s'或

着にめることがt明らかでtあ号.

6-5稀薄埠酸溶液中のZァー95.及び'Nb_ダタの強
酸 j性陽イオヅ交換樹目白に対3ずる暴動

日本原子1]初完芳r矢島霊展

l 目的 放をト安量生成:物中の z，ふ~Nb の令有比率 11 )令却場向 200

日産農芝最大に Uて担当大さ山， し左丘、って燃料再処彊1" s蚤急物処

彊反ぴ‘放射Jl生田J主元奈としての事l用の面で692レとヂラぷのそテ禽瓦ぴ1吏

量点HJ主要である e

‘従来 厳令妥量生成物よ l) l..r乞2N6 :t.~開条するためには早急活酸性患

束中ょのミリカゲ1}レまたは暢イオッ矢宅美樹騎左J用いてそれらに最善

せレめる方法が‘ある，tj'];!及看が・ラグオコロイドtの l性質によるため頃遺

度に再現l注ti'なし¥.また乞と%の令黄白革審酸窓京より隆イ大ソ

夫挟J骨結五用いてか角する方法 Eこが， TTA ~~'さ用u る審議地虫

法庁、ある，

決右lま，耕意昔宣車定港3夜中の乞反ぴ、うらの彊酸性蕗イ太 γ 朱換樹

脂に対する吸右農の担逢疋か;・落戒誇盟主係件の吸遺産に良 l~'す蕗響さ検

討した.

2. 実 験 基本港東試料の領整:Jt ~テ技射zfi 重苦仁義L定豆γ需V6 の

i 移 酸港涙より南荻患の約 tJ.Sノ<'C程度忘とり慮庇酸ピL共 i二熟して諸事
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酸左珠去レ，之0)こ疏富島左蒸発しまる，>)_に痕温酸左加え加葉県し蒸

発除去する. 高ぴB混血酸ま加え加熱球玄後 0.2. jJー温験 2.CJm.J_ '1こ・港

解する. 9.j2γ 反びも吟協の滋農 l主的 as-λ/04JN/ムで〆 爾右の撃は
各々 /β プ 3/YIである.

樹脂荘:樹脂 11D df>>(U StJー刈 (/tU)~2ot) 取μ瓦) .樹脂在の.直径

7 J?tJn. 長て~ 6..$lクヰ'?#t.. 樹脂 IJ: ]-H彊酸で水義型にし立わに

4ヌ之必/ー蕗酸てt充ヨテ洗っておく.. 

議.llt;議席:浪速 ，0.5私tメ今 泉立三瓶 e 港殺試料 2O胡1.. L:L乙μ日盤

職 7d例 1， 議溜オ<..20挽1.反ぴfαS'}五五番酸 If-ρ."J._ ま左は 3N-

a温酸 Lj-Om1. 

議出濃の放射能の $'!I)旦:瓶出殺のバグ例..tまたはよ・.m/.ずっき碕

手集訣料皿にピリ乾撮して科研賞品 Mo-old /00 <;-， fYI， 計数楚軍によ

，)測定し丘。乞トヒ令るの波射能のg;gl}はア lレミ二ウム吸吹放によ

る両者の P一線工ぷ Jレキー測定反ぴ‘半識期の測定l二ょった，
ヨ結泉

i J?L xfらの頃魯の相主，主連，のような操イドによもと 9";vb
は 0..2..N一塩較と共に泳嵐し，宝rl;;t 0. $"-;話、厚曜えまだ 1:;(:3/11一遍駿官二

共に流虫し両者は今島ずること :tJ'"てJIさた.

/i)試料恋殺の酸落菱と取遺産の関段。 tfr及び句 9てやbピも
0;1--4~ιN 一塩酸濃設でi坂遺菱 l正犬さえなる 1J\\ c芝?のえ'f:tJ" 9ヲン4より

LI1良着fJIJ差い.

Iii) 訟斜J港東調査後の時間経遁'c.吸着り関議 前迭のようにうら

は溶液調整葺畿にきらても吸着J:Ji士、‘謁いiJ¥"モオt(1.)時間の能;i畳に供う変

化 Ij:"l.ぃ. 2fdl立時間の経塾と共に局次畠カか弱ま札 し左げって，
筒棋連のの、高がt不完全iこなる.

jII) 宍存陽イオ νζ政者の肉探 究存喝イオツ乙レでみ十十茎最も

んだ". S}'十 法度の増加にじたが、コて 9ラVb の吸右が潟大レ，める

躍度以とになると耕薄塩酸|二よる車単j;J'"認めわれなえなった.この

ことがわ桂泉すると成会要望生成物左陽イオン夫換樹痛により会昼す

る事長に， 誌、斜波容量1Lでさるだtけてか量にし Afb左l.Jr 'i:共に吸着せ υ
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め九t:f:"，地のイすソかわの亦蚤-JJ'可能になる.

V) ;{ヘJえゲ Nb の隷農 E三吸暑の肉感 z.Y'及び'Nbむ坦体玄それ
で札 /O-{， ペ4まで【加え主結束はこデメ ItJ--I!M/L， 葉支度の培舎 z二回 Uであ

っ主. したが、って戸cJ草展1>"0C程度までの Z/A:Nbについてな主

速のような現象ず定吾 '(_j言えることもできる.

、¥/1)，{也のヌ亘震設 J陸揚ペオツ美瑛4封暗による吸善， タ・イャィオツペ及

(J.'¥ Aヲ'11_J..仇 );felRー1.2.ρ によって試み左結果11Dow-4-保持の埼合 Eこ全

え閉じtて、‘あフ疋，

VJJj Y及が事4 の晴子容器壁、の吸着 . a之Nー温耳東忠義中
の乞}立ノヶ月の径主主で約 /d70 ， 対~61手議924'ガガ'張義した‘

5-6. .JR.Rヶj燃料溶解l二関する手賠

肉藤杢繭梅沢弘一
日本原子力政宛庁r

鈴本敏夫 原私之助

日本原子力政究所一号;l}'， 工R.R.-l の越史料といて間1..¥られたの

は硫酸ウラf ニ}レの整木容次て1，あ壱，燃料の琉育長ウラ乙 Jレr:t.-19;91 s 

に猿絡したυ一一!."35 -d含み〆米国J京子々苓買会より UFIJ の形で事l

護士批た後，杭'酸ウラニ jν もの刀ロエ tJ' てリソク口、J ト化学薬Eb社

によりす千はれた.

趣主トの硫酸ウラ、ニ lしに対レ零米され乏境私 Z二、 うぞ般の令枕僅は1-

誕の重のであ~)， 二此によるとAヒ淳求1.1UOzSo 4- λ2(;>7 HzOtα伴 F

げ:Z${)4- (ゐ守重 39之、 //7)乙なそ~.

現 J各

議縮長 U-235の存在比1:;"‘最A:sf夕、ofpよ。

形

最畠 Zad fr までに滋緒し

たウラ γ

抜成政うるニ lレ結晶

ー般に化学式ば ljo之$04-Jlfz(} 

分、救結果

/~. 9/持

{J令室 6P，，$7% 

SO4- "ヱ$.7%
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Eこさとれている込の。 μ: So4- /: foS 

不能!i'JlJlj下混の趨以不て‘'<J:.けれは、'なlタと互い。

子..R_ 2oρ (pp .>n) 60(pp九〉

Si so :50 

F平 5C) SeJ 

戸以外の八回ゲ γ ご「 ご「

B α二乙 cJ.I 

μJ 50  30 

&1瓦びt耕土活費元東 50  ご「。

cd α2 02. 

Nb 20 20 

Co 3 0.グ

P ヱρ 二20

燃料恋源調製1二際して特!こ主君、左払フだのは戒の嶺夫.である。

/)不純物の混入ー不税物の混入互訪ぐため，すべ、て皮用する混貝

|正敬怠的に洗燥し，最終洗夜の必令室i3"0， I 1'1 ln 以下であること主

珪誌して使用した.

;i) 溶液瓶の配宣一軽水に港着手した撚斜11. 、既に猿遼者iJjj"入つ左掛

態乙なるメとめそれ白穿連鎖反応五恕す危険 jJ" 注ずるので， υ~Z3.5

にレて Lj..dρJ.以上 1:1:ーヶ巧Tに墨iJ'ず;又 吉弘瓶の向に力ドh:そ7ムJ訳

左蓋¥.)左。

iii)秤車の正盈〆一一秤量lま哲に二回 JIS， υた容器の減量と入札た容

器の趨童につき行フて二重ナエv ク乏した.

jV ) 燃料の構歎一一室内の渇来乏防」とする克め極力燃料の構故主

古川j:_:'Q 

V) 原便物建-)，乍議に際して 1正ブム手袋 てスク，オ-)，I~ν

ユーズ1乏看用し p 旦探建物理部員乏して常時埼京の検主主にあ左らせ

主。

撚斜潅潔に 1:1硫酸ウラご)レ 酸J佳6.1呆つ左めの涜職及びlイ也に琳

加東ノ常温泉乙 υて少量の F二4什ふγA..-t十+十 乏加λだ. 1-二f十1'1えくず
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今解レて J主)戎する遁酸化水奈の分解員長咲乙して，u.._刊はその舟触

謀長 又 A.l刊I"i，if秀位の原因となる不純物戸ーと錆イオッ忘フくり要

員Zイヒするためのものてiある.

1タノどに柊ける燃料沼:誌の組成l立およそ， ウラッ護産ーメ2.5ァ%
詩主張、義援ー- é).~十 M/e， 1-二.e+t" (F~ SC)f/.. '1 Hz 0 ) - 2dd pp71も，むF

仁ぐ4 So併 '5ff:z.O)  - 30 PP乱 ，A..e刊 (A乏z(S'O.:l心 3、片付加)-
Fコーζ 当萱の重〆 Yこなるニヒ1士、号車来乞れた。

漁業i了琉磯ウラニ jレ11.1:主主約 ?oCm.. 伍約 ISC併の円官のステソレ

ス容去に入フて求たので，先プこれd-;t9 リエチレソの叛にとリ起し

ついて芹r足の港資!二調製レた

撚斜進入l二療して姥ず約ク必の添加黒松温顔港窺乏A炉心に注入し

ついで1);醍料率殺の注Aが‘行ばれたが3 3主入 1:1'.うせ一回無機温ま入より

#七百五，計 1/94，0:J. (U -2 3$  ) 1ii::l~\\l~ 束臭事失に映し注入士れ

1)毘思量は 1/1tJff.であ〉た，後， 余剰反応度左与える左め、更に車

部ガロ注入し，全 u-2 '35量lヰノ296，ヨ3乙なった.

Bーマ イオシ交換樹崩による水中の放射性物奥のみ商
定量について-特に矧劫及び'C幼似の処

理について

(枠戸.犬，理)OsT田博行・北野康

，イオシ矢換樹脂左用いてオく中の放射J怯汚来物質の分路定室主よりh

迅速に，旦っ鹿失に行うだめに寿えなげ rll工‘ならない苦言実に山代

検討し在特攻イオ γ 矢挟法に加え必れるぐさ故摂果乙してメ先ず

怒蕗告¥lについて検討し芝、従来，希土類元案(弘下尺E!こ翠歩〉託

ア Jレカリ土摸(A. Eζ零す)え裳のそト菌にはクエシ酸，酪酸等のア

ソモニウム塩がl聞いら礼て京たが' これわ 1'1港設の語重$i見守艮ぴ喰

免震か国車て'1あるので，実醸使用に当っては tl守に拘砂あ1L()う身将

に!j不陶きである。此等の実に特に宙局して産ぺ扶討しだ結果，当者
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E食ア ν モニヴム l-;t1)島勤果毛JJこえ， 又 寂の調整深手手反が後処握þ'~

容易でちる9 ら， 是主揮者11とレて過当て"あることえデ‘わかった。 こ叫わ

の研究の一部は既に萩告し主メデ， 結京¥1次の知《で'ある。 Ntrら，

I ) 滋会教生成物 CF.P.)の分艶: Oow---0<. 50~ λ 8 ， 10ρ~ ノグ()m.μk

s_oxバ/グ ωtの力ラ入左用¥，.i. I何ギ駿アソモニウム PIi3.2でi

c S~ fJ.l.:5.、8 で1尺.6.，PH失2で'Sr--き犬々今菌還玉虫三虫来る.X
樹脂 'p雄投を翻くし，ー刀ラムさそまくすることにより，尺 E.左相互に 1

6詩古式表る。

ヱ)10， C悦の4まさの i]ラム左肩、¥てア Iレ刀リモ乙 ..f'J..，E左母、職アンモニ
ウム φ濃度及び!f>げ乏変えるこ Y二により完全に今負担来る.

ヨ)F. P. .tJ"天然水中に存在す奇之さ，本法によれば，1<.. T:.子. 1;t I勺

と重なるが• 1'13は半減期の短い、尺.1 のみで1あるから， こ，の事 d天

然水中の放射性物質の史童に妨害にはならないヒ意えられゐ.

以上の結果庁ら， キ後アツモニウム左えくttのイヒ字減JふJ支ひ"広射性

元案のか員i二聞い得予ことが・わがった。イ井し， 央醗l二訴えく或は海水

の今村に本法芝用いる湯令種々の間濠在生じる. TIl1ち，

1) 爾オ，~ taPT.. tJut さ一兵期間毎に探取してその中り放尉牲物質
玄児童する謙な場会 司点、リの童の次、雄物t5'、混入レ可未るから， モれ

らり除去その他の対嬢 15.Jぽ暑とこする.

.2) 海ええは濃度がおし1ので，海点中の抜射J性物負の今村i二オ封脂法き

そのまま用いることは実曹長に l立不可能て1あるので:従来か b什われ

て日る椋に Cωはぷvz. '15. 方ロ人て共沈色せそ~)j法玄じった場岳山

崎 8a.をそのま'>.'8安レて普十数す§二 ζ ぱ正確な測先か包めない。比

の時， 共沈先宣 J 戸-t. ..)ぞ 13a.. ~ ~子持しておくことが、望ましい，

J) I二フ山て特に問題となるの lまぬと少重の A-f.. て1あり， 三~)にコ

いては F二乏で3あること， .aひ!I';:えの童，:!太霊になる二ビ.Lあ D得る

二L 五舟慮、しなけれ r:t'{;t 0を山.又 I 2) については F-e.のI食玄l手

羽輪ハJえも吠去伝来れlす13 弗ピI Cιむ以_Rft.-ぷ叫ι にJIIぃ諸民'態でi測

F三鼠去る，
Fe乏イ也の会昼イオ'/fj'ら険去するのiニイオν失換樹脂法左用い
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る場令， 2つの方法に太}31]:三れる. Hrt"5陽イオヅ長宅英樹脂左間い奇

場令'L桧 4 オッ.矢換樹脂左用い吾場舎とである，後者I:!矢捜述~

其のイをの本質的な持il)約tJもある乙と反ぴ，まるべ‘ Z 1本の ti.:zA. ~I処

理し左ぃ等の建白がら楊イオ γ掛脂柱て，F.fl のみ左簡単に除き特王

か苔か左検訴した.

A オン悲喜~ 1に於ける A.E 及ぴ、尺.E.1こキ駿イフfγ の{主主錯4

オ:yの守是々数r:t我々は葎l二報告した庁、太尺 2d)ラ至 SIJであるゐ¥

0，若L;F~ :1.5'''これらのイオッに比して守主 I之款の偉ず非事仁実t'l

d.~必高 11'容易豆フ産実 l二行われるので1J 戸モ一月、乙 otJ 系について錯

寄}E々款を測主しと 結果}手先/去に示す様 l二井穆 i二夫をえ， しか

:(，" ~会ベオンさイ乍るのでノキ職アツモニウムの PH 左ノ1，立くして先か

他のイオ、γ かわか蕗溶単品糸~ことが\\予想される e

Dot..v-(.，x三)"1)， x. S-又!:J:A何必ιμA;.. I尺ー/20， /OO-v-ノ印刷a.A.，

ノパoペベ/φωtのえフラム、左投った実験で戸モ反ぴ'AL I エ P斤 2.ft~

32.-で完全に尺，E ... マ斗，R，三今黒字れて虫て来る。 Fε が、 7-met
以下の場令は d之 Nーげα で，Na..> 0、三，N一対 ζ乏でFくさ渥鼠した後，
/月ーキ蛾アソモニウムの戸げ左足許段上げI~ Y墨蕗する二とによ~ ， 

F.JL tvf~ 反ぴl 尺 ε. ， Ck./.5'}"乏でれぞtれ今高港主温泉る e 又 ~'ÏJÍミ

アソ毛ユウムり濃度及ぴ，fW d.調節することにより a々. bt V' 'F-.t・

Kffi.σセC5'，".4L， M:J 及ひ'¥尺.E.) Ca..， S勺 Ba..皐うとれぞれ会揖滋

未る。 FJI. ず之'"'-'70抗 ejの範西て'11 111ーキ‘酸アンモニ ':7b.._ (!)' 'f'が

左査をえること l二よ d会てのア)1.1刀リ反伊 FJI.， AL>'.Nf$ 1えが尺&ε̂ct{ .. 
s炉の l隈にふ茜港血虫魚る. 乙の結果!まモのま、爵訴の化学式魯.JA.

び';1大葬す社物賓のらおTに道南Jlt去る。
海水中の祇知J}生物賓の児童のために 潜水 /ιI士一定量的 FニF五

加え， これに F..l 左ごら /0;、/S ~"jY- 加えた工夫々に fÝff-4- 卵子友

加えて Feぐ0庁 )3の沈遺民主イ乍り/ ~刻お 沈濃左少董の#αTこご弘之ト

レて喝イオッ矢宅建樹脂老EでJ愚開会話した。港主主疲左隆イコケ'-_;.(~磁文

舎も).アjレカリ，尺>6. A. E.の4-都に弘lす丈計致し左者色濃，F..t:.の

萱の娼加と央l二言十数値がt培えることが‘認められた e
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イ旦し， 1皆守短 J主要k玄決の棋に主義ずる

B~8 関オ〈及ぴブォ -1 レ.アウト中の，$~-7oの定量につtlて

伊沢正実.
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永井

樽fe.
紘射線'医竿総会所究所

国主予防衛生研究所

の尭霊法乏検討

/タケ6 年 /0 河ょ~ ~チ

爾え《及 1sフオ 4・Jν ，アタトヰコに舎まれる Sr~9() 

し，短期的に測定し得るようになフたので，

宙実2をしている，
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l. 斡科の探互:>(.会析にIlr喪主量左得る左め 1員ぴ'者十官主のJ及宣の

ために章者積/恥戸濃さ動3D()f(_ の水槽左予研屋上}こ設け 約一ケ宵か

の雨水反がフコキー Jレ，アウトを扱取する，氷糟 1:1:按放に厚《ウ~ニ

1レ塗科左塗フとものて島、面か‘露出しないよう，又雨期にはあふれ

な山ように注怠、する。冬期決絡し主いようにするよし¥}j法は検討中

，である。

2、HcL-苛患部長トの油虫

先ず土意どlの入フた爪左京重論する .s，-9t)}えぴICs-ーノヨフ 1:3:おむ
車全に~議中にうつること玄たレがめた。経フて契機に!ま之国の最

盛験油虫寝 ð 会して分析 lご用~ iれ11"邦令て.11ある.

3. S弁ー究。の会員

この港淑にSr20);ザJ玉ひ.'1 C.s so ffl. 3 キヤリセーさに加え， 手奇麗境破

迭による $'r--αのか揖"&歌田行う。後 342そマリマ一五加えて Be.し!
及が尺《等主クロム職混とレて必斉す争義信之田行う.次にふ左

$r C03 として泥濃~せ，放射一貫長左測起する‘この訟科左 Z週間以

よ汝遣して γータ0 左庄~'lJめ足後.敢に滋解， y キヤリマ-，生地えて

乙れさ先ず糸酸化物、こレてか菌 最庖に o'xed. 4五百二νて流浪させ，

汝射能"&測史する.

これらの堤作において S←の回収集は主ヒして発煙諸般法による

み角でさまる1:;"'，央連主物乏なるべ'..l._除く、ためにiま収率は3岳会落ちて

も教団久りえTえし五行うので， 3留のゆ蕗犠作て， ，，()ん8"必ずあっ

た.

84. ら 014-沈濃による除玄牟iまあまりよえとt<.. 90...... 9'd!T在であ

るので" sa.ーI'l-O 左多ぇ金色揚舎に Ij少《乙{..2. ~韮 ßa. ü O"'!- 涜.. 

E行う J町署1>'、ある..x.. y :!Iそみマリマーを加λ亡のo-xcdLdi-沈農の回
収薬!立略ペ loP%にちか凶.

d匹、測定

測主主1ますぺ'て端庭、翌 (}-M官左南仏て行フ定.測定される刀ウ νト

数ば島々〆ocp悦--- j(}O cl"η 在 (Yfr.ttt.ct:/tYl-) なので去来得れぽ

d判.t;乙乙aムια~ηLι 国蕗によと〉極t¥ノマック，グラウソ下・刀fアンダー



(ア:;2)

で測其するこ E二ガ望ましいが、東在主主の処 品殺弘、斜台さ明日て 3o

へ 6ρ 会測足している。 尚Yーよトa-a(YJ't につけては減意苗諌主主
って他核穫による活益支の有無と 半減期 164時間15..濯認し， 9レー

〆川d:i，tj)孔についても長期両 ddq_z之フて，放射能r1$r~ 9 9'ピ
ふータ0 とか0);える Eこして計簿 l二よフてそれらの舎荷量左乏しがめ

T三9

漠自足主力事は喧ゑ試験芹了よ 9 入手した~ 1---:-Y -90よV$r (:03及び

yι 0)( .cda2与の・沌演を:フく，} 詩科と同じイ最イ牛でt測kして決定し左。

又これ五入今する弘前は，sf-ーγ比挟説斜(科研梨)i二よ‘ってん-y-

90 に対する主力牟玄米め).1IJにん-90 の:Jfidω毛ι0UL'lA.Aの畳肱か
ら3少一角と γー仰に対する劫拳の比左京めて計算しだ.実味に1:1:

'( - 9ρ 1::対 Uては効率ヱアガル-9" 1二与すして 1-:122μ 乙して計

奔してける.又 RCLD左F Aどa-tnda.八dl二よる測史て';tチェックし左.

5、 み柑「結果

/タ:>{，ー / 0月より/年l司の測Jf_結果Ij/目当りのータ。棒下

量は /ρ';_";;~~/ðーリデポ涯辰，/阜市の総計)j-糾ゆとかえ何帽孜副

になる 3 金徳zこしての摸差 l主主之ρガヒf号え bれる.尚辱月のご;;'-:-90

降下査の実測痘三宅民等の計算痘とよくー玖レている喝
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8-9 I有友ぴ港下屋の放射佐ストロ〉ナウム含有量につしiて

気象IJf安対三宅泰雄

猿橋勝手

杉浦告主在

島成辛准

われわれの折究室乏 rj昨証ヶ月よ r)京京において除、黒 Lた南ノ Jヲ

よひ藩下昼中 J)d文穿t桂ストロシナワムカ分析を行/)2:vlゐ担

試が十l立/仇2のピ二一)[.，.市を張勺たJ未71<君主用し}と/ア月どと l:::

集めた。

上記 Dようにしと集めた訊粋lゴ無感芝圏しと各校nさ用いた。蕪経

残語ま1-;1;Õ~ ()'020 意~;1-のタぎに達する。 β〆のゐ需をに i:;[， 本菌

め〈ーしイ〆どの也bt行っている右法を参照し，大路iす 2札に従う

'f:_ tJ!，' . 二，三検討すべき点を認めたので特に報告する。

共三ず，米韻芝の他c:'用いといる25法の概略を詑寸乙，議定料に島眼

を調えて混潰し， 司溶性の撞績を油出し、Jこ.三の嵐誠溶液から，五

寸~. /Jぷ 02~除去寸る ω ;;z浪r.t Nt7//-C.eーNHヂ 011 ~ F.εノAA等を除
去する~ FT..， ノ4-iρ史釈を鑑l弱気にとかし > s r-をキヤリヤーとしと

桁え，孝夫肘t住 81' 主回伏す-:>o75i廷にヰモ臓ソーク E担えと. アル力

リ土類え宗主吃疲させ， 2P過するゐ氾癒を硝澱温K交え， 1をE豆硝載

を主担えて一段放還し， .e4_を除去.寸0"淀京支を温水にとかしJ • F-.e... 

を羽左ア〉モニヤ，・ア JレtJリ佐在>t.裁をつく 1).. ~タ過すゐ .71認に

13(.乞主主抱え， 昨献一宮下額支アンモ二ヴクZI:p tiを6に調路し， クロム

離方 1)ヴ..6.z<担えて 13~ ，!Ka._ を除去する . ea.. 2:. 除去し rc~ア浪を呈

温亙之週明扶蓋し J 克正乙を担えどう記澱ヒし， 放射綻を計責11サノ.:;;ta 

一方，之のア潔かめ堤眠ストロン十ワムの吃殺をと 1)， 放射殺の計

測を行った。

Lえよの様保之E肉題と母ゐのrJ，前に主Eべたように.蒸発規3査が

IO~ がめ 20欽F ピも差すゐため・ 垣面支抽出によって尺ιJ A..e. 

Sぶ O2 号あわぜ.亡数p以上心央拝す&ことであゐ。したがって，著

者 I>>t立時jご次ρ京に検討主調えた。
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Fe. AL等多量に共存寸つ温績の令離l三つし1て。
今

;:;.e を水寄生化加としとをう再生する蔚に lゴ;βpの吾子水， 芦之 l)'沼
獄に殺行す争.*'殿'イι物に務庁した β外)-;;t，再史を縛乏しとも回岐
iすむつかしい。しかし，ヱーテルを泊出色iTJコζf syL の損失2:.企

〈伴灼すι，疋ιの除去が可能さあゐ。
なお. A..eにつし〉ど|ま， 八/正之 OHおよび， ん金 2 C (}.，3 き南レ)ごうア
泥に無し， 堤富支塩として 8fl.色ら推するととが出来ゐ。

ス.試朴を~ Hc乏之さJ省出し .JS~ 0.2.を除ωた平安溶、淀と碕搬湿l三夜

え，多量の F..e.， 〆4R の共存状態lζ おいと，直ちに忍倉淵蝦主用し1，• 

Fこ場舎の J5外のら離l三ついてお検討を加克色。

5-10 フォールアワト中の0/1'-QOぉJぴ:3/1.-8ヲの
分析につし)て

員長大理

科府

弁奇襲ノ渚}j-;:0 4-業盛人

格ん相

フォー Jレアヴトの j分析J~. 7j'"盟主ま，1J'ム Vマーペーま，フィルタョ

ーぺーバ一法等で集約めれた試料bCっし)と行われゐが¥大章の萩特

色黒め令ミとは困難z::;あゐ.宰lゴ妖フイ jレターをと用ωご大霊力空気

を江主主した空中ちけの該宗ト乞得たのさ、， ;f寺にストロン今ヴム及びア

ルトニワムの令謹告呂如に実費全を符った。

試料ァぱ/タ 5ヶ年三月以降東京刀控上在， 約 j，2)(/0クガ'{...3づり~

気を百通して果めのれたものであゐ旬。

ノラ 訊;特色無定旦i手入れ棋イ仁した依，電気gで杓s-(}()~ C Iご黙し

て突にすゐ.

ヱ〉 択に試料に、表硝玖を担え，宍に坦瓜 ζ して， ヲ〉タ~" )，)レ

コ二ヴ.A〆ストロンナウム，およひ t乙シヴ L¥.会 20巧ヂ乞担えて渇

港上さ長賢明加熱洛解す/;Jゐ水~.，勺すめとかのロìJ1t 寸ゐ.

3) 甘う廷は燕ー発表酉し，温献を加えて蕪忍乾商を繰返し Jβ"，:.02



くァよ〉、

をi喰え@

4) βぷ 0.2δ¥めのロ泥および洗う誌をらして Q，3N塩事実買え性としと

硫化水素をi重t_)，jj屯イヒ絢をうZ澱させ，ロJ51j洗浄する。

三吉〉 司浪，ええを合し死イヒ7[<著えを追出し， 妖ー乞椴イヒL 1三徳~:~ 塩化

アシモニヴムおよび CO2空会去むし)ア〉モ二アを回し}と 71-<-献体均

乃吃斌EfRる。.氾澱:1古品販に・溶解し 再')，t，殿芝 2回繰塁す。

め 71久騒がに初 tJ.....のの臼泥および淀泥色合して担無し， Eそ震えア〉モ

ニワム三加え之アルカリ土頼疋秦色沼教させゐu

フ〉 堤椴嵐の史君設を硝採に港時L是虚硝献を加えとストロ〉今ウ

ム嵐お‘よひノと，)ウム垣を泥激させ右。ク‘ラスフィルターを用uご

刀 Jレシヴム掻包口iJiJする。

8) ~モ!致 lす 71<.に港僻し実在，毛乾酉，l.， /6♂cρ 空気、過中をノ昨商

事芝嬢す勺"冷却魚71え /Occ に洛輯J し搭震調ïY安 (d_，= メ ~2)之6加£

乞徐々ピ担えて硝暇;監の沼殺を保る。この様千灰色2間繰返すψ、

ヲコ 硝献掻刀泥ヲ授は /60で さ芝燥した吹、タ萱乃71むこ溶解しノ h

Bct?~ j)_!主体 2 C.J m-:l-， 2:担えアンモニrご2'.pH8. V.こす弓， 61'1梓、
照ノカ~， 6/ザ酔成'アーンモニフム 2 mf.を担えてタÒ~C t二蒸する".

/， 6Mクロム陀;ナトリウム /?71L ~と加えてノて 1) ヴ Á および'ラジワ

ムをさ淀殺さ't::t弓 b

〆。) q>廷はア〉五二ア5ア}レ刀 1)/佳としノ咲官民アンモニウ、ムを誕

えとストロンナウムを庚蝦温ζ して淀「販させ帯硝取に容解した 筏

(8)の方法によリストロ〉ナフム1'>~:(.~主主イ苧 1) プラスフイ Iレター

さ口遣し乾爆筏ストロンケヴム刀童童を科ムる。

/1) 硝殿ストロン十ウム乃沈款を水に容解 L，表取、スト百:，..!.トヴ

ム ζ して史、渡させJ 口通J実捧を甫し1と口通し，口祇こaと吃吸を荻

閉経濁Ij定南ま史学|ァ血仁移l_， 民有寸青乏を測定寸ゐ惨

/之) yーデdρ生成主滑ら，喪服ストロン今ヴム η充療をq;童 tf)掻

献に翠静し ， Fε寸分担停タ机Fをi10える。麗tア〉モニウムお

よび CO;z. 乏会 ~g し}アシモニ îp さ~71¥.椴イヒ鉄刀法澱を作-9.. 

党支喪「古垣根に港許しご再:七を行つもロ遇f李を聞いてロ還し克歎を
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試析皿に宇多し Y'-90の放射能を測定すゐ e 一方， 8y'ータdZ舎む

沈澱におけ必 Yータ Q の生畏色判定L 間"3よリ試併の Jかータd←

γーヲυ の量色求め. 81̂-89r.t戎併のストロ〉今つ」三郎ゐ全杭射

能力¥ジコ ，(jJIL- 9ρ 十トテρ E除し}て計葬Lた。

5-[1 1 956~7 年新潟仁怠ける雨水中わ 3〆。の含量

新潟大学理学部 ノド 山総太郎

タト林 武

(おわび..)央文坊錬これd1) /自主看いた Lます。

宮大射能額めか仰の濃度 l"'"d， 三れまさ試合「能化学ゐ納"(tこ小けるヱ

ピミよ〈ノ 之の総力ヴ〉ト歎 ζ/'-ンタ-.ノミローの授とかの再出rtわ

れていた。しがし最近玖滞港宍験事繰返し行灯グL~ ようになっ1':.1)

c. ~ー /)--1') の部経(j)都響か ~IJq に拝屈されることなく， 廷に聾ぽ

( ) ;あη て覚めれるよ勺になった。とこで今8個々の爾水荻衿J::'椋声t
J仁学分Mr~遁調すゐ kti零 1ft 主じ佐。

南米 .30"'-/eJo:.iz熱発手霊園し，試料の事A脅{さよろと沢のニi乗
lご煙室霊すゐ e

(A) 黒英主力 λη・りし1(欽百 11tO-)角らゆ 0.6/ゾ毘搬によゐ油出浪をす

ぐl喝イオン交換樹脂 jご適す。ア〉パライト 1R. /2 U， /u(.)， .... 2rJu 

メヴン，柱 <Þ i4~ l>L x /507?f.?i/..， 流涯畠ら/杭ι u.s-%と〆ユヴ
語読む Np. υ等生港出した 1安， /，6/ν Ntプ#-ct， -3 ，; N椛.uAι，
(/ ; 1) NIi#-<)h'1) 混合汲 (pげタ~6) をともっと 6戸色湾出す

ゐ。たとし rlじめ 60汎乏 の窓出衆1:;1"，S(l と遣うのさ引にすそ語、 o

i3t'Lプラク Lヨン乞果的シユヴ路方ルらヴ L， J三宍、冗させ亡/;y' 90 

測定用試粋ζ しど保存すゐ.奇麗搬1ご溶けなかった部令1-:r.HF，
カイ(.'.eOLfI が八ノ03 舟理によ勺て守容にした」二在高「ヒくイ寸〉夜
棋会需にかけゐ。しかし?のあとの 8v-フラフ Lヨシ Iす多くの

角会無視包さゐ程嘆ご・あゐ。
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(3) 雨のョ覇港刀スポ多く(数列，常盤涙更地出液jこぞι AP_ C&L， 
M?イオ〉ぴ安蓋に会.lflる局会。イオン交換分誰法 ιょのず息 。

控事実塩分布?の培法に従勺と， 二ます INH乙乏 2U a.h1..乏づ‘つ 3回健

ウ亡痛弗，遺5分離乞繰返しとJ由出し，珪暇 Zs長し1た後 a 常法の

分霊法により， Lユ勺蛾万Jレ乙ヴム沼激中 ιβyへき共法させと.

ごすLを 8f¥90 測定用試~トとする b さ亡 lA) ~ p:.. d (8)によ、る

l)yt90演1]費用試粋色 20日以上玖萱しと筏に塩留守にとかしと '(90

，Jj令薩を行う。すなわち(a..Jキヤ iノヤーとしてF..e計三';:.a;y- 2.添

苅しとよι(OH).，3 1二Yタo Z宍淀させJむか‘あおし}ぱ(引イオ

〉交換，1TT積去に小げとめ 3す NH./，f.a十八IH4C{_)Ac つい在 611!H
U z;，き唯伊iとムしと ，S}̂.$19十♂/、90 かの y90 を今誰し J号 (OHI3

Jて )"9CJ 2:.共犯ご止と y少。ーの夜射能測定震えがトとする v との獄事

曲線およひ AA仮tl交誼擦がの-#J酢寸っと，{A)ー(め (β〉ー(め， (8) 

一(点)η組合せざ I-:J.得の:ylた γタd 測定紋料に安定%の長寿命力

汚殺を尋ぬ u'l:Ylな刀、った舎と， (A)ー(.t) :;tた I古 (8)ベぬ-，均丹忍理

法にふれlす，他i年G"y"テρ ホ得のnゐことがわかった。
上記の方法によウと， N沼地方の挟射能関に会主れとし1OS，/，， 9O 

乃療費乏定量した結果を若去の女PI様iにしめす祖 ;t疋，簡の総7:11シコシト

中に Jヲμ今
ρ
の占めゐ割合lこ勺き/ [90，の実演H査かわ算出したもの(

知2凋)と八ンタ-.パロー乃表かわ縁取勺た込の(ガユ3~蘭)どを

叱較した。両者のずな()六きく喰遭ってi し\;:J埼舎が iii.:~うれ奇ので，

更妓暗むぱ総力ヴシト歎とハンタ-.パロー1)震とかわ，雨水中(f)

/SV'到の舎童を算出する三 ζlすまましくこ主い。

1 1雨//1.三ヨ，)I tFJ"乃省力ヴンl中lご占める，Sj.?<h割合1桂足場を耳よ E

I !ルタ2会霊 i.実測より 入'/J-/叩一者 iりの忽銅賞失

t/ヲ56. 3 ， 2/一之~ I 6.之メヂιcI 0，/5-% I o.O/%! ノグ百 臥

ノデご;-6. ι 30  I ノS' I 0. 04  1 0. 03  1 ，/タ

ノタ必 8 4<- t /，.5 I 0.3之 1 0，05>! 之#
;/タ必今 /dj24S  ! 2J  l dO41  2之
/タ:5"6， ./0. 2 : /ペo ! U ， 25 [ 0. CJ 6 I .::; 0 i 
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二:;-L二二L二上二J
β-12 :宍告?米中乃ぞ5¥" て!辺涯分析法iこ勺いて，

E宅居島民文理 鎌田氏珂

大西電埴

天然フjく中乃 9#仰 の1..71主主分材主主「苫各方面よリ零逆さ此るカtC2あゐ

か，一被に Ctとの担当霊力共存かめるのを，比較的微量の 9~SY' ~ 

定雪量ナる三 ζ ぱ従来の方法」むぱ不定ゐ.旦 E 困難な之とか多 l¥ .、演

者 j)....ゎrdタρ'Srをエアルカリ土績とじご合調せず 90S}" よ 1)主ずる

9"ド を定量寸七ことによリ廷にタグ:SîZ fi:愛する李小適当者あゐ

と君えゾまたイオ〉ヲミ教事「踏会問しlゐ易会dη港稚剤として lす，ピの

あ鮮方法さえ解夫す孔1ずワエ〉椴アンモニ勺ム1Jt唱/-j"1)最;;(.)適当む

あゐと考九， 沢の昔日き方宏z:ホ南した。

今材、玄

訊;ァI~ 中 η南紘均を完全に令解綾 0.2Nの塩椴之 υ CC L二港かし

/ cグゐカ洗1f.(以下関探とする〕吉崎イオン夜模核「暗~( Am..J-

4ン乙dιzeIR.一/20. 尺 -rl型 ， /eJO""-'/SO メ ツ 5・ユ〉

/.0パ /uO;n.rl'l. ) に洗し，次し}之さ 0‘之ハノ温献を三三?とフ CC，o，S 

%と〆ユウ椴ご~ (:)ぐ.C.色 i頃:沢流しと万ラムを光¥._¥，沢に Pf-l3，;

に調整した 5%ワエL敵アシモニウム溶環 /U 0 (". C.を泥し， FPの
から主主 e'・た，タρy 2.会めζ 格土換を溶稚させ，溶離終3荷受IJ
をa鯨し tニ ρζ寸ゐ。港経負カラムを一定舟向 J京宣する。(
/r'¥.;..2日， あやいはどれ以上 2 舟 111J '力局会 r:l'鉄時間) b 7.j丈置時南

下をおいと.刀ラム中の汽5、/"' lJ....わ圭成した拘Y を pf7 :2‘? 
に苦言j窒きした.5%フエニ.j捜アンモ二つL..、容浪.30 C.Cにと海識するυ

PHを 2，9に語l霊するの iす刀ラム中に概勺ておゐ王「程/住ある

胸 'Bcしから生同とした/仰'Ld.- ぬ溶高産会開ぐ色めをaあ7;)0
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窓桂爽 I'JŜ -'ノoC， C迄濃縮後キエルグ-)レフラスコ (100 C;(") 

に移し 3にC 乃過温来最 (Coλc.)ζ'25C，Cの .30 %温蝦1t.J!<. ' 

来 71< を担える ω ヲ弓スコ主頻 lτζ~'[)とめ徐々に担黙する句史霊か最

初の半令に Q つに Lう重量黙し，内容均ty:.椙 t黒色 CEょっ ι の~l;;;:を ly

し弱‘め注，琶しと今軒寸る。はけしいゐ併が止九たeのち，耳び琵黙

し，決輿均をも完全に分帯する。最後ι{}，u2N. 垣鍛 2 U .C，c. 
6:7 ラスコの内壁会法し)，小ビーカーさ;漕緒し喜実科宜lに移す。

赤外線ラム 7<>さ乾燥筏，挟射能芝測定すっ ω タ2γ グ〕浪表曲棟。、v;

府間丁におけゐ ρ>oy，グ).d定前龍を求め.了時間同ピタρ'S}".d:' i)玄武

す.{)9t> Y η平衡童に対寸勺割合を君盈に入れて夜料中のタ~S.l" の

童主計属する p タ~Si' 十タby ‘の夜組震度のおのにつし}とよー万法を

統括失職，操作上入る盟二予色ふえのた一重の綬Tt像款を主 下の建'><:

Q色 tこ対して計鼻し a 南患しとおけな侠利さあっ b

うそ 裁プ択だょっと口新商の焚梗容曇tJ<'.不足すゐこ乙むあ sノ符

ゐ。どの時は実験のスケ-:--}レを本大する。

」

B-J3 |く会肩試料ーの，40kの補正について

京大建 材上密jE雄
. 

白押さ放射能の調査。フォー Jレアウトによる荻射能汚染力調査にさ

C¥しとiす Kを舎宿すゐ試料〈三n.のの掲舎かほと AとE全拐さある

が〉にあ勺どはみOi<( u.O / / '9 ;?ら〕のメg， よ筑前龍(fi/，~る岬eV:

/O~ に勺芝 / d， U るる門と V れ宅誌も〉の科在このために専にとの

会$:.針能m測定ιょっとは，手専の玖弗q-能汚寄与の在費乏しる主主 tすでを
むい、しとが‘勺.どイ仁牛肉員，8泊え会事T却に lくさと穫量して，これの計

数への寄与ρ 副会を実験的』己主j どめ.~ tJ' / J!l. Iす理輪開にどれを鼻出

して碕王佐行う苧ts行われゐ。

実際ピ気料中の1<会霊r.;;t，きわめど広い壁画にち内 r才つど&3.1)，

商い心試料の位決，使用窒 lJ と~ Iとよリ吸収軟乱などの殉寒か合さ弓



(8ρ 〉

リ.正しい寄与乃ずI]舎をし i)有正塩豆求め勺亭「す容易さ G'，，"1 <1どり

ょに鋼盈にあとうご 1""1技~く Lわ試ギト2'.E建吐拍 i社、日わ 2 いのさ J 従

っと用しl必定童方法fこえJ一定乃考IjI寝を臼づ‘かの主じごく)~ ~ 

よく仕われる古法 iす1<乙£法， IくCs04 ~~主ノ |てz P-t cQ b 法，ル~_I"ú c.o

C Nu:z) 6 法等毘:;rす胎尤今*法公どで・あゐ。演笥iす力リワム，包シ

ウム〆 Jレ巴ジワムなとに左(_，lし，テトラつェニルホ1レート(人lC{(巴

( CbHs)4'-J ) (及ひ色の誇専体) ，主使用すゐ玖射ft.学舎新 η新名を
行っていゐ υ

現在まさιえのれと結果によれ「才iらc.O~， 1< C..Q， 1<c.Q 04'-等在 I--j"

いづれも匂叱による放射能iす .50 ρA巧/c#ZZ 以上ぞ無限翠みlζ達す

令。ごれFとけの刀リウムを用いと定量すゐといっ事rj; 冥玲上不可

権に立し)~告さ固めゐ。したぴ勺ど呉除上 lすむっと 'Þ lJい m~ 行め柏崎

)jの引い J)之さ碕正の方法lすむすーかしく又補正色のプてきく Qる苧lす。

むを三Ji_Gし)"'" 

3ミa 方 I)ウムの地充分析を?をτ勺て定量をしと，どの詰寄かわ単に
ノpκにづきノメ3-3 a d.PltJ どして理論的c計算する事が最ゐ容司c-

あゐ俗説 I~訊耕と問霊 J) l<cA の反射程を測定し，上詑定量値よリ

比例肉徐によ1)鼻出して楠正直をた、寸事がおこなわれゐ。物輪三，の

方法にわ不問題があるが，タ霊の喜夫叶を三限 0iれた時間J二Rつ渇舎に

l寸，寸とぴたしi方法むあっ。

テトラつエ二 Jレボし一卜‘去は.s...，__./ Oh!tのKの定量/J-:'=豆電ご〆 E

っ，精考ぞかよ〈ずTう事かさき J 乏の探持株数lすKとじて F=

a，/uテ12 (ざめ()，きわめてこiJ，さく朝3舎がよい。 としと之50

h吟ぐう仇Z 1立石駅 1接星雲みに速すゐ~ iえを会有する訊粋の代表的なも

のとしと埴1河原そかあるが 8"'-/5  Jι位の iく全量のものか大部ゐ lであ

る。

これわ上すとの万法iすいつれごし/ヨヲC，sを共史;寸るわけ'03;}jコリ，ごの

点在、今推して玖刷ー南Eを測定す7.，J苧ιっきち号の声H意小あゐ。

よ託、全量:の石法!こついての実震結果ιっしjど報主主寸ゐ。
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B-J4 .7 ォ-)~アウト中 gηアルトニウムカ舎が「ビついて

日
穂
、
摂
家

存

関

道。
ム
若
'
や
ご
玲

信

産

忠

/φ ククヰ之月以降東京乃地上さ， /，2x〆07.沈..3c1)空気を週じ

た空気百週誌の口、吹1)-'内陵原港に c主主〉放射J住均実を舎むちリを旅

寿更してfζ学合、*Tを行い，f1比一.239を宅提出し佐。 之の改府化学舟

計及ひ放射程の測定の操作t-;t:，以ずの招くどあゐ凶

ノ却 さえ対牲のろけを会む蓄え科の玖を譲宅盟Jこ入れ，電主主F之さ豹s-ot>{)
Cに熱して庚イヒ寸る臨

2. 局そうれと灰Eピーウーに入れ， ヅ雪量のァ弘之F湿しごかわ達実梢f取を

ねえ，宍に迫体23ntヂ寸ウカ‘ラニタシ，ジルコニヴム，スト

、0.ン十勺A ， .-eシウA官加えて渇浴上Z!.'，長，時期血熱しJ /1<.?立つ

寸抑どがら口別寸るゆ不溶絢l-:t稀硝搬を光つマ

ヨ ロ寵芝、渇洛上之さ熱発乾圏し J 京，笹1切に塩棋を加えと，芙再発乾圏

をさ係主主した殻，産l醜'を担丸てシ I} .方を口却する"

L/.. 口粍:吃:夜を会し， 0，3 r-，j灼盛時'害保牲としどなの寂イヒ711...寿美を通口

ど硫化却を吃:数せしめ，これt:口ti1J寸る。

50 口、夜，)法犯を会し.煮渇して庇仕jlく宗を退出し真宗水五輪蔽

さr~ー在喪主官民化し，た捜，過剰の異煮を除去し 貫イヒアニズモニワム

iζ新内しく燕泊した 71<澱4とアンモニウムを加え吃，万三夢その水報

ィι殉をこ死事実させゐ。三の3左翼矢をロ7.71)しと嵐搬に溶軒し 宍に二回

7K骸化籾刀姥減操保芝、様返す 3

ι 上の原作ざ得られ色、~澱を索活毒搬に溺梓 l ， 塩事委寝穫をき 8Nに

調節した俊ぺ、Jプ口巴 Jj，.;Iーテ Jレ之さ三偶の釈を組出す勺.数回油

出J索作在、震返Lて鋲をさ除去した役、 重音頭安瀬牲の7/(萄を県莞さ乾函す

ゐ.2失錯J7lJ/c M向調主・を加え無兎乾画を繰速す。

って 上の戎笥均色 INの硝厳に窓鰐し，溶淀に主流撤てYλ を通じ色
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1安30会以上挟置しさ7')L-トニウムを選乏し 7 、ソィι水素左加之

ど3 パ/にて工るように〉 荷 L外生た角土フッ化J'ilj刀宏、渡を遠16分寓

了。-ヌE激口亜流蝦刀スを通ょた硝棋とフ、ソイ仁Y、K需のつすしJ~~浪

吉光ゥた筏ホワ載さ蛇相した渡硝献に怒声芹す号。このフヅイヒ均

史霊安の薦作~宍 l亡，二慶繰I)返し東綬に得めれた沈激を開株に

港南平した僚.真実益乾聞す~ ~ .~茂笥均に 1-J1.尚顕在羽えだ黒定要固を

諜返す。

8. ょのょっにiしと符lうれた残錨.m~ lJi量の7[くに溶解しJ 嵐搬を加

えど拘 60>>J!..の /ON宜主澱厳i註港混とすゐ。

9. j費嵐基位陰イオンラミ換捗rn者，Dew.vx. / 〆-8， / U 0"，.200 
メ、ソ予ユを用ωど 0，5C/7-♂ X 5C況 の，酎踊柱主主f下f). こzれにあ

Lうかじめ翠令 /ONの埠厳を通じどあしミの樹碕庄に上に符わ

れた港鬼芝 0，3ん 0，5訊ぷ/1:タ吻t の泥速さ通じ，異に /Qfy置問

'Y菱石党つ。

ノ0，樹R自在に夜着されたフ・Jレトニヴム乞 J~嵐面支さ返事簡する。港筒

淀i寸黒発乾回し色俊足入す右肩祇物色 'y量の混厳ど照して会栴

し， 刀・ラス原上}::マワシトし，赤外線灯下ざ悪鬼乾燥する。

上託ず〉卦才寸操tp:~，t号われた tJ'ラスj障上の害児料にウき I C汰線電時

盈|及びこれに連結されたグレイ・ウェツ三〉1解析患，又はシンプル

ヂケヤ不ル波間解析君主用し1ピ〆 C人↑最安数，(j._線のエ木}レ中ーを測

定した的.521叶.e..V の工不}しギ‘ーをむつ払織が検出ミボL色。、

上.~の放射年学的及び純l理学的実験かわ，との試練rJ PLし一

之 3 ヲよf)荻;肘さずlたむのと君九 LうれゐかI 又多少の pn.一三40

2){同日苛に存在す令可能牲もあ必と足I!')Jt1ゐ。

球東i二おけ心地上の空気中の Pι了二239の濃度は1 むし空貨口

通誌の 7"'/t>ト二勺ム痛集の初年及ひt化埠ら:Ifrの同校年以ζ もに /U()

%c::あるとP夫、1C-rれな〆/ヂ 5 クヰ三月かの3月二まさ J-;J/ X /0-8 
，P-/ルCメp ， Lf月かわ 6用 a2きfd2，5 X /ρーちψ ぢ/ぶ ととヨゐが¥
もどcIJ)こρ値 Jd'存在可青色なPkし-239の量の誤信隆限信生与え
ゐものに追きg-い。
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人体士嬢寺におけゐセうウヰi37力

濃度失足

食呂ß~' J5 

登

治

手

hm

俊
、
国
棋
j

世
以
白

県

田

県

脅

工 oJJ
松

山

田

大馬景手

きえ射l生時半下加に Jゐ自然凋の活家のっち， 立与ヴム /.37にJゐ

ものにワl:t)ど lゴ， λ トロユナウムテ Ûl~ とデータ小出さ Yしと υな "l U I 

どとと-I 尺lと述ぺゐ cような煽置に立爾して分権定量室長をきめ，検討

看守の自然絢につωと足重した結果2報告すゐ。し

棟建

玖m-推測定I-J'hっとb普及しと侠閉ざれといゐメ視用どま付計数、

替をさ使南しご行つゆ芝して立与ヴム〈ア.J{..jJ J)走奈)の.分離操{iZ

なゐぺく熟練をめ零どせず，ミまた託、令者負討三:札Eごし1るとしてごは，

方法色侠閉すゐ。

方法.

自然計款は /e)ι /2cpm..之さあ 1)• 測定舟間生最大/雨明とし

て a 測定誤'差/♂タ6以肉におさえゐために，最信oa/μノιCの包

訊料としさは /dqそμC~ヴÁ/3 ケ主演lJ 定寸ゐ~~宇かあ 1) ，

涯与雪合むものかわ出品寸.7.;)め零軍部あゐ品

勺き1':，共存寸心可能J止のめゐ伎の放射J住挟J童ζ してλ トロ〉

ナヴム少 ρ ノ耕土類.ラ 57 ヴムミよど・亦巷λわれ~~、ごれわ rct ，

通常行われどいゐアル方 1)え君主の会衛生存事保 J 見事民""1 )ワム，ー7K
蝦イヒ均一供椴掻--).-ユヴ瀬湿の各淀激を恨ゐ除J~ 路ど完全 lこ除か

れる/:-j-rであり， ニの蜜由か内'粛用のアlレ力リ分離法を旅用LE;3
使勺と‘アル力 1)却に来ゐ放射性疋京としと r-;;t天然・丹力()ヴム

40および jレ弓?ウム B7Cあゐ。 このっち捜君の/ろ練のエネ

Jレギでl-;;tU. / 3 .s-1"'1る小百非轄に官きく，また白熱掬中力毒害i霊:b
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小さ、向歪震でζ?めGいか』刀 IJウA rjさきゐ色付ゐ推すゐA!J空まかあ

1)， 分権法としとは水港決中G:の重量化白金諏温の窓薄手穿，の差2・利

用すゐ方法主旅用した。

セシヴム /3ヶの抱吋測定/""d，京=ト.#)f山L町新実こ霊ef製作された環

準喜美幸トとの民較によ勺た。

結果

立東:5，野業 6，穀類ノメ 肉類ケー探埠畿ユ醤兼 2，粉業L

4 人血 2. 人4K2S'， 芝の也3， 乃計 65哉来卜に勺いと.也5〆

ウムノ 37舎量およひ‘刀')ヴム色霊をこjJ1j足した。との結果在巴シ

ウムユニヴトくふψC 乙5'/3乃ハぐ〉む示すと耶年墨五米さ 3/

ん 66， 野茶類「す往く2.23 "--/ノ， 獣肉 36， んど」之ささめゐ~，海

草乃魚ゆ混藻I古住くと 33A.-o-//さ'あっ在。話弓，摩主主;歯栄老妻祈

変斤Tの標準コシ立さ、!す三，>， .8司会に勺き 3ノ 32.G ノ自のJ央玖

霊iす 4令 。 ご会 /〆心メ(...C'0あ7.;>.

人釦21勿jI''d62， ゲタ包シヴムユこりトノ人.7í<.~ Iす持グ11q例を

除いたるの乃ヰ均Id:LIノと g勺た。

6~Hj 7オールアウト及ひ強勿中の5y.，-Q♂及びG~!3ケ

の茨射化学分村

静岡大京高温 )il 孝信

ノト#J替示
入木益男

曽摂玖失

植物中 1)JS}1-デ02えぴ C.(j一/37.7)瀬写実力ヰ次喪イヒ及び』地炭15U'-;去に

を測定すゐ止めl二，同一ε文学トよリ/)1/L-90及ひどdー /3ケをどれど士

れそ予約寸ゐ三乙主試み、た。乏してこの万法会フォー Jレアウトのd予約

にも適用した ο 3 たこ Yしわの方法 lす I~/ILーヲ d 及び， C<l一 /3ケによ

って挟討された。

通絢lci."lえイヒ般j畠畷に務格し， 仁3戸十及ひ，C~+ 担体Eぅ加丸、不溶性



(♂よ)

，噴き歪i"J炭献ナトリウム溶融をおこ引い溶降茂，両者 l寸会併した。濃

掲緯，窯愚政によ勺亡王圭践の脱水をおこなし1 珪殿、を除去使旗揚、

第二釈によ勺と培眠を 1徐いた。;尺し)在イ略報ア〉モこウムにJつc

('a..及ひ Srさ;吃戒せしめ，央lて2P1夜に ca!十嵐体を担えと持骸昆
を淀L残さ立て /Jr-の回収をFヨゥた。としてこの蔚のア液iす C.5'-13ケ

み祈用乙しと保存し-r:." 

得わずした:主要支司会併して灰イにし 硝較に党三幹しとマ〉刀〉の税化

物主主除さ， 長さ虚梢轍:まlこよって Ca..と sY'-ぬ合需産をおごなった。硝

搬ストロJレ今ワム lゴ7Kに、足早持ち. '7qム報パリヴム及びス|く椴イヒ妖lご

4って汚梁核種をさ除き，炭官農場としど淀澱させ佐 。次いさミれを帝

劇献に溶解しと YータU芝生官えさせゐだこめに 2週1哲i以上核軍し }F2十

担件活加えボ椴{仁ナトリウム乏~ pf7' a にし， 水敵Aヒ択に Y一仰を

崎嘉しと， ，<3線計紫J三占って測定し， β戸ーヲd の猿J更を京初た。

一方ωー/-37 l'd先に僚存したア混生寝縮し，懇S肖臓にょっと，
S参骸アシモニウムE合併綬，愚イヒ加にカ¥え，中 J佳港汚よ 1).H硝蝦コ

バルトナト 1)ウムに」勺とK及[}.lC.dを合離した。沢し}む沈澱I'd:主主

硝澱ナト 1)ヴムと央}三怒融し 71'，に溶かした稜コパ jレト sη骸イヒ却を

除き， 空硝蝦主主主島撤どよ/')と会併し，珪タンクステシ搬、まに J勺て

C<J 主命荷量した。珪タンゲステン撤íZ.~〆勺ム iす '9董のが轍イじナト 1)

ヴム怒涛に溶解し，適温豪厳にされをゐ鮮し， 珪椴及ぴ‘アシクステ

シ暇を合部しe.，巴シヴム溶況に宍lて週埠宗搬を3口九どノ El1¥聖水島

生寸与 3て工、，濃縮し， アルコールZ5都担しと過量寒献立シヴム会党

澱せしめ.7Kに容栴しと， 7K椴f仁妖lこよゐ君事畏除去をおごなし¥，再

び‘過塩素椴包シワムを沈滞せしめ乙どれをpめゐし)Iすグ棟G計法大

L， 臼ー /371)濃度を求めた。

分杵結果よリ S('-9uの寮度乃年次5リさえイヒは J 頭者な‘三と2:認め

とが，C<)ー /3クの震度!こっし)どな Si"-9 0の渡壊にtピf到してい
告し}三ど部、わかった。 ごれのの結果かの /)r-ータ07;えび.C<lー/..3ゲ

決夫マ嵐均に舎 Zまれゐに至る還と，の経過を巷察し〆との差遣刀託飼

を試みた U




